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序文

琵琶湖の南東岸に位置する守山の地には「近江太郎」と呼ばれる野洲川が流れて

います。太古の昔から、この野洲川は氾濫をくり返し、この地に肥沃な沖積平野を

生み出しました。米作りが始まって以来、この平野の水田開発は進み、人口が増大

し、巨大な環濠集落が誕生しました。

下之郷遺跡の環濠集落跡からは、多重環濠と大きな建物跡や弥生人たちが戦いの

際に使ったといわれる銅剣や弓、盾などの武器がたくさん発見されており、当時の

生活や社会を考えるうえで全国的に大変重要なものとして平成14年3月19日国史跡

に指定されました。

下之郷遺跡は、弥生時代においても最良の場所に営まれていたものと考えられま

すが、この場所は現在においても市街化の進む位置にあります。ところが、そうし

た土地条件のもとでの歴史的景観の保全ということになると、大変難しい行政課題

を伴います。現在の都市開発と過去の歴史や文化遺産の共生、これは時に葛藤し対

時しあうものですが、人間が歩んできた長い歴史の道のりの中で、「何が大切なの

か、私たちが今やっておくべき最良策は何か」と広い視野にたつと、この遺跡の保

存は向後の教育活動や地域生活にとっては、かけがえのない宝物として未来永劫に

意味を持つものと信じております。

今回、遺跡の保存を推進するため文化庁、滋賀県の指導を得て実施した確認調査

報告書を刊行することになりました。本書が学術的な調査成果を踏まえ今後の保存

整備の一助になればと願っています。

最後に、調査に参加いただいた方々や借地など協力いただいた地域の皆様方、調

査指導や分析に協力をいただいた関係者には感謝を申しあげます。

平成十六年三月

守山市教育委員会

教育長山川芳 志 郎
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※守山市位置図
国1下之郷遺跡位置図 ○は弥生時代の主要な集落遺跡



I位置と環境

1．下之郷遺跡の位置と概要

守山市は滋賀県の南部に位置し、琵琶湖の南東岸に面した平野部を占める。市域は一級河川野洲川

が形成した沖積地で、山丘が無く、琵琶湖が海抜85m前後、市域の東端で約106mの標高であること

から、ほとんど平坦地であると言える。市域は東西約6.3km、南北約10.9km、面積はおよそ44k㎡を

測る。東から西に傾斜する扇状地性の地形をなし、人口は東の市街地に集中する傾向がある。近畿の

経済圏にあり、京阪神からの通勤時間が約1時間という距離から昭和60年代頃よりベッドタウン化が

進み、住宅を中心とした開発が著しく、平成16年には人口が7万人を越えた。

守山市内には縄文時代から近世までの遺跡が広く分布し、現在148か所が確認されている。縄文時

代早期には琵琶湖湖底遺跡である赤野井湾湖底遺跡が確認される他、中期から後期の集落跡（経田遺

跡、下長遺跡など）が13か所、晩期の遺跡（服部遺跡、岡遺跡など）が9か所で確認されてきている。

縄文人の足跡を認める琵琶湖周辺の平野部の中では最も遺跡数の多いところと言える。一方、弥生時

代には、弥生前期から後期までの遺跡が25か所で確認されている。弥生前期の遺跡では、突帯文土器

が弥生土器と共伴する遺跡として、服部遺跡、小津浜遺跡などが平野の中でも比較的低位な場所（三

角州帯）に誕生する。弥生前期中段階の土器を出土する遺跡には、服部遺跡、赤野井遺跡、赤野井浜

遺跡などが湖辺部に、そしてやや内陸の氾濫原帯には新段階の中島遺跡が展開している。それから中

期になると寺中遺跡、下之郷遺跡、播磨田東遺跡、ニノ畦・横枕遺跡、山田町遺跡などが湖岸から離

れて内陸部扇状地末端部に偏在して展開をはじめる。これら中期の集落は畿内第Ⅱ。Ⅲ様式期に最盛

期をもつ寺中遺跡をのぞき、全て環濠を備えているのが特徴といえる。中期の集落のもう一つ特徴は、

同じ場所に長期間継続して集落を営むことはせずに、短期間に移動するという現象がうかがえる。そ

れは（Ⅱ。Ⅲ様式）寺中遺跡→（Ⅳ様式前・中葉）下之郷遺跡→（Ⅳ様式中・後葉）播磨田東

遺跡／（Ⅳ様式後葉）ニノ畦・横枕遺跡／（Ⅳ様式後葉）山田町遺跡という集落の動きが確認で

きる。合わせて興味深いのは、下之郷遺跡では竪穴式住居が一棟も確認されておらず、高床式建物や

壁立式建物で構成されていることで、その後続集落である播磨田東遺跡やニノ畦・横枕遺跡では、ほ

とんどが竪穴式住居の形態をとっている点である。一般に民族事例をひも解いてみても同じ部族の集

団が先祖から引き継いだ居住形態を放棄することは珍しく、その断絶の背景については何らかの歴史

的解釈を用意していかねばならない。

集落と墓域の関係では、下之郷遺跡の場合、一所に造墓するのではなく、確認されているだけでも

周辺7か所（酒寺遺跡・八ノ坪遺跡・吉身西遺跡2か所・金森東遺跡2か所・石田遺跡など）に分散

して認められる。そのあり方は一辺約6～10m程度の方形周溝墓が2列配置で列状に連結して営まれ

ており、全容が把握されている墓群はないが少なくとも十数基、多ければ1墓群50基を越える可能性

が高い（図3)。そして弥生時代後期になると中期の集落から離れた場所に小集落として、酒寺遺跡、

吉身西遺跡、金森東遺跡などが形成される他、大型建物を多数配置する拠点集落、伊勢遺跡が扇状地

上に成立する。

以上述べてきたように弥生遺跡の立地は、前期の湖岸周辺から後期の内陸部へ進出するという傾向

を認めることができる他、前期の比較的早い時期から水田稲作を導入し、河川を利用した水田開発が

行われていったことが知られる。しかし、野洲川下流域平野全域に定住集落が展開するようになるの

は古墳時代に入ってからのことで、特に扇状地の水田開発となると古墳時代中期以降に降る可能性が

高いと考えられる。

－1－



2．調査履歴と経過

下之郷遺跡は野洲川下流域平野の中央部にあり、地形分類上の扇状地末端部分に位置している。こ

れまでに50次以上の調査が進められ集落の様子が徐々に明らかになってきている。調査の起点にあた

る第1次調査は、1980年の公共下水道工事に伴う立会調査で、溝状遺構と柱穴から弥生時代中期後葉

の土器と磨製石鑑が検出されたことにはじまる。その後は、各種開発に伴う発掘調査が行なわれるこ

ととなる。1983年には都市計画道路建設にかかる発掘調査で、遺跡の南西側で幅約5～7m，深さ

1.5mの大溝が10m間隔で3条並行した状態が検出され､その大溝3条を挟んで北東側においては大

小の土坑や柱穴が密集した状態で検出された。また第4次調査では、前年に検出された大溝の延長に

想定される場所で新たに大溝が確認され、環濠集落としての理解が確実視されることになったo1987

年の工場増築に伴う発掘調査では3条の環濠とさらに外側に3条の大溝が検出され、その環濠の一部

に柵（杭列）のあることがわかった。さらに1989年の第14次調査でも3条の環濠が検出され、大量の

土器や石器とともに木製の父の柄が発見された。転機となったのは、1994年に行なわれた現下之郷町

里中道における下水道工事の立会調査である。この調査は、深さ約2mで下水管を埋設する際に遺構

を確認していくものであったが、これまで把握されていなかった環濠集落の北側環濠の位置を確認す

ることができた。その結果3条環濠がめぐらされた範囲は南北径で260mとおさえられることとなっ

た。

1996年に行なった23次調査では、3条の環濠が検出されその最も内側の環濠から埋立て造られた集

落の出入口が発見された。出入口は、柵や門で堅固に護られていて周辺から銅剣や磨製石剣、弓、石

錨などが多数出土し、弥生時代の戦いの痕跡を如実に語る場所として評価された。ここまでの調査で

環濠集落の範囲がおよそ推定されるようになったが、北東側の環濠周同付置については判然としてい

なかった。それは、1993年に実施した隣接する酒寺遺跡の発掘調査の際、下之郷遺跡に近い位置で、

幅4m前後の溝が複数並行する状態で検出されていたが、下之郷遺跡で検出されていた本来的な3条の

環濠のあり方ではなかったため（幅3～4m、深さ1.5m前後)、やはり下之郷遺跡の環濠であること

の判断は保留せざるを得なかったからである。その後、1998年の第25次調査で本来的な3条の外側に

さらに3条の大溝が見つかったことで、遺跡の東側には3条の外側にさらに複数の環濠が掘削されて

いることが確実となった。酒寺遺跡の調査で検出されていた大溝が第25次調査の溝に繋がることが判

明し、結果的に遺跡の東側には8～9条の環濠が掘られていることがわかった。この成果から第9次

調査の外側の3条の溝も環濠と理解することが可能となった。

環濠内部の調査は、これまで小面積を点的に行なってきたが、27次調査では中央部を線的に広げる

こととなった。検出された遺構には井戸や土坑、壁立式建物、区画溝が密集する状態で検出されたが、

なかでも集落中央部で見つかった南北に延びる区画溝は集落の中枢施設を形成する方形区画の一種と

考えられ、その後の確認調査の重要課題となっている。重要遺跡範囲確認調査は、この25,27次の調

査と史跡化への取組みを契機にして周辺の遺構分布と環濠集落域の把握を目的に平成10年度から実施

していくこととなった。29次、31次調査と平成11年度に実施した34次、35次、37次、39次の確認調査

は下之郷遺跡の東側環濠の位置を把握することに目的がおかれ、3条環濠の周回する推定ラインがお

さえられた。国の史跡指定は、これら確認調査成果をもとに下之郷町や土地権利者への説明会を繰り

返し、平成13年度より指定同意取得に入り、同年8月に指定申請、翌年3月に下之郷遺跡を国指定遺跡

とする官報告示がおこなわれた。その後も遺跡内外で範囲確認調査を進めたところ、次の2つの調査

成果をあげることができた。一つは、集落中央部で区画溝と大型建物が確認されたこと。もう一つは、

集落西側の3条環濠の外方でさらに居住区と環濠が検出されたことである。前者については、平成
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年譜

次数 調査年 詞査年 稲凝 調査原日 調査地番 調査(開発)面制 概略および備考

1 1980 S5J 立会 下水道 北黒［ 3か所中2か所が下之郷遺跡範囲内

2 1982 S57 立会 下水道 曽々 』 調査時は吉身西遺跡

1983 S58 本掬 都市計画道路 南黒［ 約2160rB 3条の環濠、調査時は吉身西遺跡

1984 S5J 本掘・確認 個人住第 平川端707- (500㎡） 3条の環濠

1984 S5 本掘 個人住第 井上631-‘ (455㎡）

酒寺遡跡で闘査 1985 sec 本掘 個人住尋 シノ194-10 約270(330)rd溝・土坑・流路、下之郷遺跡範囲外

1986 S6] 本掘 個人住第 井」 (250㎡） 土坑・ピット

1986 S6] 本掘 個人住第 下鎌田646. (370㎡） 下之郷遺跡範囲タ

1986 S61 本掘 個人住第 下鎌田646-I (400㎡） 下之郷遺跡範囲外

1985 sec 本掘 個人の車陳 北黒［ 約19(80)n 柱穴、溝2条

1987 船2~（ 本掘 工場増勢 上黒田70 約1.600ni 3条の環濠、溝、土坑、鳥形木製品

10 1987 S62 確認調査 個人住弟 シノ198-4 559ni

11 1987 S65 試掘・発掘 個人住宅拡張 金影610-! 160(381)㎡ 環閥

V 1987 S6S 試掘・発掘 店割 皆丘 (230㎡）

13 1988 S6c 本据 個人用物閲 橋本61｛ (150㎡） 猫

酒寺遺跡で識 1988 S6c 本掘 個人住第 シノ192-4 (797㎡） 下之郷辿跡範囲タ

14 1989 Hか 本掘 事務所・控室 上黒旧 約400n 3条の環濠、溝、土坑、父の柄

u 1981 I元 本掘 農用倉庫建築 井上631-I 298n 土坑、漁、掘寸杵建物

1（ 199 H& 立会・本掘 店舗用駐車場 井上635-1 (165㎡） 溝、土坑、柱穴

171991 H4 本掘 共同住宅 金影611-lft 猫

18 1991 H4 本掘 事務所建築 見田210-: 約100ir 満、土坑、柱穴

19 1993 H［ 立会 公共下水通 橋本 1.450nf 環濠、土坑、柱ア

20199 HC 本掘 倉庫建築 北黒田673-’ 約30(363)n 土坑、柱7

2］ 199 HC 立会 公共下水通 下之郷町325他 2,040rrf 北側の現濠3身

酒寺遡跡で識 1991 Wt 本撮 個人住宅 シノ 約900ir 下之郷遺跡範囲タ

吉身西71り 1996 Hf 本掘 共同住零 下鎌田6471 約230n 下之郷遺跡範囲タ

1'i 1996 Hf 本掘 共同住宅 皆厘 約300ir 調査時は吉身西遺跡72沙

23 1996 Hf 本掘 宅地造励 橋オ 約l,200d 3条の環濠と建物群、銅釘

24 1997 Hi 本掘 農用倉圃 見旺 llOn 溝、土坑、柱穴

21 199’ H§ 本掘 道路側潤 北黒［ 14n 土坑、柱7

25 1997 H§ 本掘 都市計画道路 見任 約2,300ni 6条の環濠、壁立式建物、木偶

26 1997 H 立会 下水道工鄭 北黒［ 環協

27 1998 H10 本掘 都市計画道路 北黒田67ル l.SOOirf 区画溝

28 1998 H10 平面調査 確認調査(重） 北黒田67 40n *本書に報告

291998 H10 平面調査 店割 見田215‐ 1,241㎡ *本番に報告、3条の環濠と盾

301998 H10 平面調査 個人住宅 橋本62: 約457n 環協

31 1998 H10 平面調査 確認調査(重） 見田210‐ U57rrf *本番に報告、高床建物と壁立式建物

32 1998 H10 平面調査 個人住第 井上634‐ 590nd *本書に報告、1条の環濠と壁立式建物

33 1999 Hll 平面調査 共同住第 皆広640.37 850ni 5条の環濠

341999 Hll 平面調杏 確認調査(重） シノ204-1 400nfl 4条の環濠

35 1999 Hll 平面調査 駐車場 見田2171 500rt 2条の環濠

36 1999 Hll 平面調査 店舗建罫 見田218-1・I 250ie 2条の環濠

37 1999 Hll 平面調査 確認調査(重） シノ202-1 500ie 2条の環濠

38 1999 Hll 平面調査 個人住年 北黒田676‐ 477n 溝、柱穴

39 2000 H12 平面調杏 確認調査(重） 下之郷町705-1 400it 1条の環濠

40 2000 H12 平面調査 確認調査(重） 井上635‐ 250ir 溝、柱穴

41 2000 H12 平面調査 個人住宅(立） 幸徳庵田240 10㎡ 環濠

42 2000 H12 本掘・平面 宅地造剛 上門田539‐ 3,986㎡ 外周環濠の一部

43 2000 H12 平面調査 確認調査(重） 橋本615-3,I 60n 環濠

44 200C H12 平面調査 確認調査(重） 井上1202-1 600面 区画溝、大型掘立柱建物

45 2001 HIS 平面調査 共同住司 北黒田676-2, 580面 区画溝と井戸、柱穴

46 2001 H1J 本掘・平面 宅地造威 久戸504‐ l,900nf 外周環濠と壁立式住居、井戸

47 2001 Hlc 平面調査 共同住尋 上門田544‐ ‘約951㎡ 外周環濠の一部

48 2001 HIS 平面調査 共同住弓 上門田543‐ 991n 外周環濠の一部

49 2002 H14 平面調査 共同住宅 久戸507-1. 約982㎡ 外周環濠の一部

5C



図2下之郷遺跡全体図
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10年度に実施した32次調査で南北と東西に伸びる区画溝と壁立式平地住居が検出され、平成12年度に

実施した44次調査では床面積が55㎡を超える独立棟持柱付大型建物が発見されるとともに東西に伸び

る区画溝が確認された。大型建物の集落内での位置づけは「首長が儀式やまつりをおこなう場所」

｢集会所」「ムラ全体の共同倉庫」などの意見が出ており、今後周辺の調査を進める中で検討すべき課

題となった。

後者については、平成12年度の確認調査（42次）でこれまで弥生時代の遺構がないと考えられて↓

た地点で環濠や住居、井戸跡などが検出された。さらに46次調査では、これまでの西側3重環濠の外

側約250mの地点で2条の環濠と内側で井戸や壁立式建物が発見され、3条環濠の外側にも居住域力

設けられていることが判明した。そして、平成13年度に実施した47．48次調査でも環濠の一部や通路

などが確認されている。これらの3重環濠より外側の環濠については、外周環濠＝すなわち3重環濠

帯を「内濠」と呼称するのに対し「外濠」という用語を使用し、同心円状に二重構造になっている盲

能性が指摘できる。しかし、東側に立地する3重環濠に対し、別個の居住空間を想定し分岐して囲ん

だ集落域とみる考え方も現状では考慮しておく必要がある。これまでの調査成果をもとに遺跡全体の

規模を考えると、東端から西端までの距離は約670m、南北が約460mで面積はおよそ25haにもおよぶ

ことが推定されるようになってきている。
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Ⅱ調査成果

( 1 )位置

(2)調査期間

(3)調査面積

(4)担当者

1．第28次調査

守山市下之郷町字北黒田676-2番地の一部

平成10年10月6日～同年10月9日

40nf

川畑和弘

(5)調査経緯と方法

平成9，10年に実施した守山市都市計画道路古高一川田線の建設工事に伴い、隣接する土地の所有

者北野政行氏より自宅前庭の駐車スペース整地を行なう旨の協議があがったため、事前に当該地の確

認調査を実施することとなった。調査は、まず重機にて造成土の除去を行なった後、遺構面の探査を

行なった結果、旧耕土面より下位約30cmで淡黄色のベース面が確認された。遺構の検出作業は、重機

(パックフォー0.4㎡）と人力を併用して行なった。当調査では遺構の分布や密度などの把握を目的に

したため、遺構は平面での記録にとどめ掘削調査などはせずに埋め戻し、調査を完了した。

(6)検出遺構

遺構は、溝や柱穴、土坑状の遺構などが調査区の全域で確認された。

SD-1とSD-2は、幅約10cmの小溝で北東一南西方向に並行して伸び、SD-3は南東一北西

方向に伸びる幅約10cmの溝である。ピットは直径10cmから40cmのものが多く120個程確認された。そ

の他、土坑状の遺構などが確認されているが、断割りや掘削などはしておらず詳細を把握していない。

（7）出土遺物

遺物には弥生土器の小破片があるが、図示できるものはない。

．(8)小 結

狭陰な面積の調査ではあるが

高い密度で遺構が検出された。

当該調査のみでの性格づけは難

しいが、本調査地点は集落中央

部にあることから、中央部の遺

構密集度の高さがうかがえる。

周辺調査との関連で評価される

こととなるだろう。

、参
0 、
今掌、
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図4第28次調査全体図



2．第29次調査

(1)位置

(2)調査期間

(3)調査面積

(4)担当者

守山市下之郷町字見田215-1番地

平成10年11月5日～平成11年1月18日

1，241㎡

山崎秀二・川畑和弘

(5)調査経緯と方法

下之郷町在住の林栄一氏より店舗への用地賃

貸計画が協議にあげられたため、確認調査を実

施することとした。調査は、遺構の埋没時期と

分布状況、特に環濠の周回状態の把握を主要な

目的に実施した。

遺構が検出された面は浅く、表土（水田耕作

土と床土）を除去するとすぐに淡灰黄色の遺構

検出面となる。その間は30cm程度である。遺構

の検出作業は、重機（バックフォー0.4㎡）と

人力を併用して行なった。今回の調査では、平

面検出で遺構の範囲を確認した後、環濠につい

ては一部断割りを行い、断面形状や堆積状態の

確認を行なった。その他は、平面検出でとどめ

掘削はせず、埋戻し地下保存している｡

(6)検出遺構

遺構には、環濠(SD-1～3)や柱穴、土

SD-1(環濠）

／

＆．
蝿

／
図5第29次。31次調査区位置図

土坑状の遺構、耕作溝跡などが確認された。

SD－1は、集落を周回する環濠の中でも最も内側に位置するもので、幅約7.5m，深さ約1.7mを
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10．畷凹jYMM土鯛睡舘心）

11．剛灰色7,5Y6/1砂磯土

12．身10暗灰色2.5Y7/4帖目士

13.Ⅱ趣WM聞土(偲此ﾘ､G姐節）

14．明､灰色2馴加極ﾛ伽上りｼﾙﾄ土

15．略灰白色l0Y7／1帖質土

16．餓瓜把庚色2斑〃l祁固回十回

17．暗灰色5Y6/2砂質土

18．樋灰色5Y7/1帖質土

19.用灰餓Y6/泌甘土(2耐れ)首17

”・暗青灰色5Y5/1粘土質

21.用庚陛YWI駐日士（2席れ)＝19

22．同氏色YW1枯日上限色上端れ）

23．5Y8/1詩22

24．略青灰色1“7／1帖質土

25．明灰色5Y8/1若干2混入

25'・暗灰色鱒に2炭化物混入

26．錆285Y8/1

2Z明灰色7.5Y7/1（地山に似る）

2a淡灰色5Y8/1

29，285Y8/1

30．明灰色5Y8/1（地山に類似）

31.時釦5Y8/1

32勢に炭化物混入7.5Y8/1

33.明灰色7.5Y8/2土（鰯粘質）

34．宵灰色1”7/1帖質土

35．暗灰色N7/1砂土

2m

図6SD-1(環濠）トレンチ1断面図
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図8SD-1(環濠）トレンチ1遺物出土状況図

測り、断面形状は緩やかなU字形。図6を参照して環濠内の土砂の堆積を概略説明すると以下のとお

りである。まず、環濠開削の当初期の堆積物は、土層26にあたりきめ細かな粘質土が水中に沈殿する

状態で堆積している。この土層には土器や木器などはほとんど含まれず、若干の自然遺物が認められ

る状態で純精な自然堆積の様相を示す。土層22.25は、シルトに多量の腐植物が混入しており、その

主体は樹木の枝葉や人為の加わった木材片によって構成されている。特に土層22については、広葉樹

の葉が水平に横たわった状況が観察されることから、水流をもって流れる環濠のイメージは浮かばない。

この土層からは、土器（1～14）と盾が出土している。土層17～20については雨水などによる周辺土

砂の崩落土であろうか。土層16は腐植物が多量に認められ・水中での沈殿堆積物と理解される。土層

15～20は、ひとまとまりのユニットであるが、土層13．14は新たに流れ込んだ土層で、特に土層13は

川床堆積物に類似し、一時的にしる水流をもって流れた痕跡と言えよう。その後の堆積は8～14が一

連のもの。土層6，7と士層1～5についても一連のユニットで捉えられる。当地点の土砂堆積の状況

からは、環濠の縁に想定される土塁の存在は確認しにくいが、想定するならば土層24．25．25，．26．

27．28．29．30．31．32．33．34と土層18．19．20．21などがその可能性を持っている。

SD-2(環濠）

SD-2は、集落を周回する環濠の中で内側から2本目に位置するもので、幅約6m、深さ約1.5m

を測り、断面形状は緩やかなU字形をしている。図9をもとに環濠内の土砂の堆積を概観すると、土

層8．12．15を境にして掘り直しが指摘でき、新旧環濠の2大別が可能である。旧環濠については、土

層14～31までで、下層（土層21～24）には砂質土が堆積している。新環濠は土層1～13までの間で下

層（土層7～8）は炭化物を含んだ砂質土である。

塞雲雲
←

ー－－号一弓一
－

12.黄灰色5Y7/22の汚れ24.暗灰色5B6/l砂土

13．昔55Y6/125.淡黄灰色5Y7/2砂土

14.黒褐色2.5Y5/1微砂土26.明灰色5Y8/3砂土

15.淡灰色7.5Y6/2微砂土27.照棚色7.5Y3/1

16.(暗)灰褐色10YR42砂土28.諏錨YMにg閥吐7月YMの酌

17.凧褐色2,5YR3/2(炭化物含和）29.暗灰色2.5Y7/1砂

18.疏褐函Y5/l砂土(炭化物含初釦.明灰色5Y8/3(やや砂質）

19.淡褐箪Y7/1砂土(炭化物含緬31.接灰色7.5Y7/1砂土

釦.淡宵灰色5Y7/3砂土32.暗灰色5Y5/1砂土

21．蹄灰色2.鉛6/l砂土33.遜鰯W月甑土岐化酢弱と分､）

22.凧灰色N5／砂土(炭ｲ蛾含有）34．韓335Y7/1炭化物篇

鯛.略宵灰色5BG6/1砂土35.黄灰色2.5Y7/2帖貧土

1．暗灰色2.5Y5/1

2．璽琉細色7.5Y2/1

3．疏灰褐色2.5Y3/2

4．暗灰色5Y5/1微砂土

5．黄灰色7聯5Y6/1微砂土

6．”a犯Y5/15に嵐褐灰徴粒の汚れ

7．淡珊灰色5GY6/l砂土

8．瓜灰色5GY4/l瞳化物含、

9..明灰色5YRY7/3砂土

10.淡灰色7‘5Y6/1砂

108暗灰色5Y6/1砂土

11．淡灰色2.5Y6/12の汚れ

図9SD-2(環濠）トレンチ3断面図
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SD-3(環濠）

SD-3は、集落を周回する環濠の中で内側から3本目に位置するもので、幅約5m、深さ約1mを

測り、断面形状は緩やかなU字形をしている。この地点の断ち割りについては溝底までの完掘をして

おらず下層部分については旧状のままで埋戻し保存している。

2m

帰 一一一

図10SD-3断面図

毒=三f雲当/鋲苧ｱ？

1．瓜褐色l0YR/l土

2．10YR3/11に地山微粒混入

3．暗褐色2.5Y4/2土

4．瓜灰褐色2.5Y3/l土

5．淡闘灰色土5Y7/6土(砂土）

6．灰褐色2.5Y4/2土

猷6に顛似（地山に似る）

7．黄灰色5Y7/4砂土

8，略灰色5Y5/1(帖画士1

9．旬55Y7/6

94.0m

10.9に3の汚れ

11.明灰色t5Y7/l土

12．＝11

13.明灰色5Y7/2土に1混入

SD-4

SD-4は、SD-2とSD-3を取りつなぐ枝溝状をなし、幅約2m，深さ約60cmを測る。断面

形状はU字形を呈している。

SD-5

SD-5は、SD-4と同様で規模が小さいもののSD-2とSD-3を取りつなぐ枝溝状をなし

ている。幅約40cm、深さ約30cmを測る。断面形状はU字形を呈している。

耕作痕

調査区今体で17か所の耕作痕が検出された。耕作痕は幅20～80cmで深さは約10cm程度。断面形状が

緩いU字形をしているものが多い。充填している土砂は灰色系の砂質土で近世以降の鋤返し溝の痕跡

と考えられる。

（7）出土遺物

SD-1(環濠）

幅約1mの狭陰な土層観察ベルト内（トレンチ1)から弥生土器（コンテナ4箱分）と木製品、自

然遺物などが出土している。ここでは、図示可能なものを提示しておく。

土器（1～14）

いずれも環濠の下層（土層22～25)から検出したものである。1～3は大型の有段口縁の壷で、1

は第2口縁の外面に櫛状工具にて山形文を施し、刻みで仕上げた棒状浮文を付けている。口縁端面は

ナデ仕上げを施している。凹線文技法の影響とも見られるo2は第2口縁外面に凹線文を1条施す。

頚部には貼付け凸帯文のうえに指頭圧痕を残す｡4～6は細頚壷で4は、頚部を粗いハケで仕上げた

後、口縁端部を直立させナデ仕上げにしている。7は外傾して立上げた頚部の先端外面を刷毛状工具

でナデツケ、面を持たせる。8は、卵型の腹部に短い口頚部をつける短頚壷で頚部から腹部にかけて

の一部でタタキの痕跡を確認でき、その上を刷毛状工具で仕上げている。口縁端部外面はナデ仕上げ

をした後に刻みを入れている。9は在地系の広口壷で口縁を短く外反させて端部には面を持たせてい

る。頚部から腹部にかけては､櫛状工具で右上り列点文、直線文を交互に施す。

10～13は､在地系の受口状口縁謹であるo10は第2口縁をほぼ垂直に立上げ内外面を粗い刷智犬工具でスリ

ナデ仕上げとしている。11と12は、第2口縁外面を粗い刷毛状工具でスリナデした後、下端に刻みを施して

いる。第1口縁内面には櫛状工具にて列点文や山形文を施している。13は在地謹の頚部から腹部にか

－10－
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図12SD-1(環濠）トレンチ1出土土器

けての土器で櫛描直線文が数帯確認できる。14は、高坪の脚柱部で外面には丁寧なミガキを施す。

木製品

盾(1)

SD-1の下層、土層25．26より弥生土器や自然木に押し重なる状態で出土した。盾表を上側に向

けた状態で検出した。周辺には、割り板材（スギ）や木っ端が散乱していた。検出時には、盾と認定

できず周辺の土砂ごと取り上げ、室内で付着した粘土などの除去を行なった。盾裏の取手部分には撚

り紐の付着が認められたが、脆弱なもので保存処理をするに至らなかった。

全長105.2cni、幅上端36.0cm、幅下端29.6cmを測るもので、ほぼ完全な形を残･している。盾板にはス

ギの柾目板4枚を横位に並べ、裏面にはサカキで作られた補強材2本を渡し、植物を撚った紐で縫い

合わせている。縫い合わせの手法は、2重に紐を小孔に通し緊縛していたことがうかがえるo2本の

補強材の中央部には、取っ手が渡され、補強材の内側面に開けられた小穴に挿入し固定されている。

取っ手の握り部分には、植物繊維が巻かれている。盾板の厚さは5～10mmとたいへん薄く作られて

おり、表面に残る加工痕から手斧（刃幅約5cm)で丁寧に仕上げたものと推定される。

盾板の4枚各々を詳述するにあたり下端の板材から、盾板1，2，3，4、と仮に呼称すると、盾

板1は、底辺部分にあたる板材で、下端部の角をとり隅丸に仕上げている。表面の縫い合わせ部分に

は、紐を通した圧痕が縦列に認められる。盾板2は、中央部下位に方形の透かし穴が2つ相対して開

けられていて、盾裏に付けられた取っ手がのぞく。この2つの穴の位置からさらに3cm下には、小さ

な挿入孔が下方から上方約120.に向けて鋭利なノミ状工具にて開けられている。盾板3は、下辺よ

り3cm上の位置に両端より切り込みの透かしが入れられ、その双方の切り込みの間に、直径15mniの実

い透かし穴が開けられている。機能上のものか、装飾上のものかは不明である。盾板4は、盾の最上

部にあたるもので盾板4枚のうち最も短く小さいものである。上端の角は隅丸に整え、上辺中央は内

湾に挟りを入れ機能的に仕上げている。盾板1～4については、年輪年代測定を行った。
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SD-2(環濠）

調査区北側において擁壁工事予定部分を事前に掘削調査した。その地点で検出されたSD-2(環

濠）から多量の弥生土器（コンテナ6箱分）が出土した。

土器（15～42）

15，16は大型の有段口縁の壷で、第2口縁の外面に凹線文を施す。17は在地系の受口状口縁壷の口

縁部で、口縁の上端面に列点文、内面には山形に列点を施しているo18は広口壷で頚部に廉状文、内

面に二個一対の円形浮文を貼る。19，20は大型の広口壷。19の口縁端部は若干垂下させ面を作り、そ

こに櫛描直線文を回し、刷毛状工具で縦位に数箇所施文している。摂津から瀬戸内に多く見られるタ

イプo20は、いわゆる生駒西麓産の胎土をもち、口縁端面と端部内面に竹管文を約1cm間隔で施文し

ている。24はミニチュア壷で、頚部には対時する小穴を2孔持つ。頚部から腹部には櫛描直線文、波

状文を繊細に施しているo25は脚台付の水差しで口縁部を欠損している。全体に丁寧な作りで頚部か

ら腹部にかけては櫛描直線文、廉状文、列点文を連続して施文している。26～35までは饗である。26

-30はいずれも次の点が共通する。それは、第2口縁の外面を粗い刷毛状工具でスリナデを施した後、

その上半分を横位にナデを施し仕上げる点である。31は同様に第2口縁外面に粗い刷毛状工具で調整

を施した後、その上半分を横位にナデ仕上げするタイプだが、内面には山形に櫛描列点を施す。32,

33は前タイプと異なり、第2口縁外面の調整で施した粗い刷毛痕を全面にナデ消し、その上に列点文

を施す。内面の粗刷毛痕もナデ消し気味である。34は小型の饗で、口縁は外反する単純口縁を持つ。

頚部から腹部にかけては、櫛描直線文と波状文を連続施文している。35は大型の喪で、「く」の字に

折れ曲がる口縁を持ち、頚部には貼付け凸帯文を巻きつけ刺突文を施す。口縁端面にも同様の刺突文

を入れる。36と37はタイプが違うが、ここでは鉢として取り扱っておくo36は、口径と腹径がほぼ等

しいもので、口縁部は外反して開き内面がほぼ水平になった部分に列点文、波状文が施文されている。

頚部から腹部にかけては櫛描直線文と列点文を交互に連続して施し、最下段を波状文で終える。37は、

腹部より口径が大きいタイプで口縁端面を丸くおさめるo38～42は高坪である。38は水平口縁をもつ

タイプで端面を若干垂下させる。39は椀形の坪部を持ち口縁外面に凹線文を施すo40～42は脚部であ

る。

SD-3(環濠）

調査区北東隅において検出されたSD-3(環濠）について掘削調査を実施した。数点の弥牛十器

（コンテナ1箱分）が出土した。

土器（43．44）

2点ともに在地系の受口状口縁謹で、類似する特徴を持っている。第2口縁をやや内傾気味に立ち

上げ、内外面ともに刷毛目痕をナデ消し、外面全体に列点を施す。頚部から腹部にかけては櫛描で直

線文と列点文を交互に連続施文している。44については、腹部に斜格子文を持っている。これらの特

徴は、SD-1(トレンチ1)出土の饗と比較した場合、明確な差異を認めることができ、製作手法，

施文ともに新しい要素を備える。

石製品（29-1～11）

石製品については、遺構検出面で採取したものが3点、SD-1からが2点、SD-2からが2点、

その他が4点で計11点が出土している。その内わけは、狩猟具・武器が6点、漁携具が1点、伐採・

加工具が3点、不明が1点を数える。狩猟具・武器には石鑑2点と尖頭器1点がある。いずれも打製石

器で、その他は破損した磨製石剣が出土している。漁携具には、石錘が一例(29-10)確認されている。

河原などで採集される角のおちた頁岩の中央部を鼓打し、挟りを設け、紐を結束できるように細工さ
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れている。伐採加工具にあげた石斧2点は、形態からすると太型蛤刃石斧を呈するが、いずれも基部

中央で破損して全形を把握しえない。特に2については、基部の破損面に二次的な使用痕が認められ、

最終使用形態は斧以外の利用を考慮しておく必要がある。

(8)小 結

第29次調査では、集落の東側の環濠周回位置と埋没時期の把握を主要目的にしていたが、予想どお

りに調査区を縦断する状態で3条の環濠が検出されたo3条の環濠については、それぞれ土層観察ベ

ルトを設け堆積状態と遺物出土状況の把握を行なった。その結果、最も内側に位置するSD-1につ

いては、環濠開削後かなり長期間におよんで水が張られている「水濠」の様子がうかがえ、その後、

少なくとも2度、環濠内を水が流れ土砂が運ばれたことと、周辺からの崩落土の堆積を確認した。崩

落土の解釈については、明言しえないが、環濠の内側に土塁が存在する可能性を指摘したoSD-2

については、当該地において一旦埋積した環濠が再掘削されていたことを指摘した。環濠の存続時期

については、出土土器の観察から最も古い様相を示すものが、SD-1の下層から出土している。そ

の時期は、近江に凹線文の土器製作技法が入ってくる直前のもので畿内第Ⅳ様式の初頭に位置づけら

れる。SD-2については、在地系の受口状口縁喪の製作手法上、新相に位置づけられるものがSD-

1よりも比率的に増えており、SD-3については、その傾向がさらに顕著のように認められた。

SD-1からは、実年代資料として盾の年輪年代が測定された。測定値は推定伐採年代が紀元前20

0年前後という結果で、伐採から盾の製作にいたる時間幅や転用の問題も差し引いて考慮しておかね

ばならないのは当然だが、4枚の杉板が同一の杉材を利用していることなど考え合わせると数十年以

上の間隔をおいての再利用を想定するのは難がありはしないだろうか。これまで考えられていたⅣ様

式の実年代観からすると、古い数値といえるが、今後、同環濠での調査や分析がさらに進むことが予

測されるため、さらに年代観が検証されていくこととなるだろう。
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表2出土土器観察表（第29次調査）
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寛側8
脚’
写且函

器圃 回査【 遮 柿 層 t 法皿 形恕的特掴 手法的特例 色倒/胎土/焼成 備考

1

図11
図版12

有I
口緑園

TA(I
SD､1

ベルト1

下H
(土田2
～2

口径
残存

:聾-0笹

高：1H2田
大型有段口緑壷の口頭腿。外反して立ち上がる
節1口母に、やや内聞気味に節2口緑を立ち上げ
る。鰯2口緑の外面には棒状浮文を貼り付け，
キザミを臆す‘

ロ丘郎外面は綴ハケした後、第2口緑は斜ハケ、
n搾塑節のみ横ナデ仕上げ。内面は横ハケした
後、節2口緑認のみ横ナデ。

色四：5YR8/‘
胎土：1口大の石粒を

多く含む
焼成：良好

口緑邸1J

2

図11
図腹12

有I
口録画

TA(】
SD~】
ベルト】

下H
(土間1
～2

やや外反する節11
る。頭部には禰状’
うに指でつまみ、l
とする。

段口緑磁の口頚部
第2口緑を立ち上l
心き、ヒダを作る
で押し付けて凸符：

大型有
縁に、
粘土を
状工具

ロ縁記外面は縦'､ケした後、頚部に凸術文を鴎
付け節2口緑は斜ハケ、口緑鵡部のみ樹ナデ‘
内面は横ハケした後、節2口緑部のみ掴ナデ‘
口縁噛露外面に一条の凹錬文‘

色餌：(内)l0YR7／
(外)7.5YR/2

胎土：1回大の石粒を.含4
焼成：良捌

頚郎～口縁部1ノ

3

図11
図睡12

有段
口緑遭

TA(1
SD・I
ベル ト1

下I
(土R

22～2

残存高：21.5唾
唾径：9.0画

大型有段口緑壷の底郎で内湾しながら外方にⅢ
く平塵

外面にハケを砥ね下噛は上から下に向けてケズ
リ。内面はハケを鹿し、術ナデもしくは術オサ
エ1

色詞：(内)10YR7／1
(外)7.5YR/2

胎土：1回大の石粒を,含む
焼成：良田

体郎～底蹄完
壷2の有段口録画
の底節にあたる

4

図11
図販12

亭
四
■ TA(】

SD－1

ベルト】

下」
(土H

22～2

口径：9.2画
残存高：5.2回

やや外反して立ち上る口頭部。口縁をわずか15
立ち上げ、蝋面は内傾ぎみに仕上げる。

外面に斜ハケをmね、培郎をつまみ横ナデ。隣
面はナデ仕上げ。頚部には櫛状工具で列点文を
魔す‘

色型：7.5YR6/2
胎土：微石粒を含t
焼成：良§

口緑部1ノ

5

図11

図版13
壷 TA(1

SD~1

ベルト1

下I
(土N

22～2

頭部径
残存副 C

円聞伏の頭部で、上方を外反させる壷。 外面に椴'､ケをmね、頭記には箇伏工具で血劇
文、波伏文を魔す。内面には術ナデ、術オサエ
を硯す。指オサエ痕は、特に粘土紐の接合節針
に皿著である。

色詞：l0YR7/I
胎土：微石粒を多く含む
焼成：良劇

阿部～口縁節若二

6

図11
図腹13

壷 TA(1）
SD－I

ベルトI

下I
(土＃

22～2

頭郎径：6.0回
醜存商：5.5区

綱〈締まった頚部から外反するロ緑をもつ壷‘ 外面に縦ハケをmね、頚部から阿部には櫛状工
具で血線文を施す。内面には指オサエを硯す‘

色岡：l0YR7/I
胎土：微石粒を多く含I
焼成：良聞

阿部～頭郎1ノ

図11
図匿11

画 TA(1）
SD~：

ベルトI

下I

(土N
22～2

口径：11.5画
残存海：11．0区

外側して立ち上がる口巳で、熔邸を垂、に立嘗
上げて終える（期2口緑)‘

口緑外面には斜ハケ。熔記も同劇毛状工具でナ
デツケし、面を股ける。頚部には樫状工具で右
上り列点文。頚郎から口鶴にかけては櫛描画線
文。

幽
蝿
鯉

l0YR8/1
1国大まで⑨

良好
石粒を含む

口寵～口緑認2／

f

図11

図版13
壷 TA(1）

SD.I
ベルトI

下I
(土N

型～2

口径：11.2画
残存商：6.7画

直線的にやや外方に短く開く口緑部をもつ廻馴
血口砥，

口緑外面を綴ハケした後、矯部をツマミ、樹ナ
デして熔面を水平に仕上げている。口緑蝋面α
外側には棒状工具でキザミを入れる‘

甑
』
国

色
胎
焼

l0YR7/3
1回大の石粒を，
少且含む
良好

口緑部若干

卓
四
句

図11
図版12

広口園 TA(1）
SDI

ベルト1

下’
(土H

理～2

ロ極：19.5国
残存高：11．1C

短く外反する口緑を持つ在地系広口壷で、園部
を横ナデして面を作り出し、下矯を若干璽下さ
せるc

外面は、知かな関毛伏工具で斜'､ケ。口緑端郎
を横ナデし、面を持たせる。矯面の上下鱈には
箆状工具でキザミ。馴邸から胆郵にかけては、
樟状工具にて列点文、皿線文を範す‘

幽
聞
鯉

10YR8/2
1自大の石粒を含む
良好

体郎～口緑部1ノ

10

図11
図睡13

TA（1）
SD-l

ベルト】

下’
(土H

22～2

口径：23.0国
残存商：4.1画

大色<外反する節1口緑に、ほぼ垂血に立ち上
がる鰯2口緑を持つ在地系曳

外面は斜ハケ。期2口緑も斜ハケして終える！
内面は横ハケ‘

郵
蝿
鯉

2.5YR8/1
微石粒を含む
良醐

n提鰍若干

11

図11
図版13

TA(1）
SD．】

ベルト

下’
(土！

理～2

”吟

：3.7［
大きく外反する節1口緑に、やや外傾気味に立
ち上がる節2口緑を持つ大型の受

節2口母は斜ハケで仕上げた後
埴にキザミを廻らせる。節1ロ
ケした後に櫛状工具にて3段の

は綴ハ
面下熔
面は、
文を田

面
外
内
点

外
に
緑
列

幽
蝿
蝿

l0YR7/2
1口大までの石.粒を
少皿含む
良的

口緑駆若干

12

図1
図版13

TA(1）
SD－1

ベルト

下，
(土I

22～2

口径：27.0函
殴存高：5.1国

外反する第1口緑の鵡郎に粘土紐を付箇させ、
その部分に外傾する面を作り出す。蝋郎上下期
はつまみ出し、さらに下蝋部は内側に折り曲げ
る。

外面に縦ハケをmね、銅2口緑は斜ハケを施す。
鯛2口緑外面の下端にはキザミを田らし、上面
にも節分的にキザミを施す。第1口緑内面には
櫛状工具により山形文を臆す。

郵
蝿
銅

10YR7/2
1画大までの石,粒を
含も
良聞

口縁組1/8

13

図11
図版13

TA(1）
SD－l

ベルト1

下I
(土M

漣～2

過大、怪I
残存高：

在増系喪の体部。厘邸に丸みを持たせ、頭記に
かけて虹線的に伸ばす。

体邸外面を縦ハケで仕上げ、体上記には6条ﾛ
圏撚亜鯉文を3段、ねる。内面頚部には横ハウ
を残し、体鰯内面は柑ナデ仕上げ。

幽
蝿
鯉

(内)l0YR7/I
(外)10YR4/：
1画大までの石,粒を含む
良捌

体駆1/6

14

図11
図鰻12

商坪 TA(1）
SD~：

ベルトI

下I
(土h

22～2

柱径：4．“
残存高：12.5回

高坪の脚住部で中空！ 脚柱鰯と坪部の接合郎には粘土を充填して埋削
合わせる。内面は箆状工具で横ケズリ。外面13
縦ミガキで什上げる。

函
蝿
鯉

1

m
良、

含(
坪底部～脚柱部紅

５
Ⅳ

１
図

図霞13

有段
ロ緑圃

撞壁寵 Snl 中N

口径1
残存囚

地
蝿

Ⅳ
：

田やかに外反する期】口紐に、内湾する節2口目
をもつ。頚節には貼付け突帯文を付す《

節1口緑外面には2条の凹線文を入れる。頚邸に
は貼付け突得文を魔し、キザミを刺実状に入れ
ろ

四
囲
鯉

7.5YR8/6
微石粒を含む
良捌

頚郎～口緑郎3ノ

16．

図1‘
図版14

有段
口緑蛋

擁砿郎 SD､1 下N

口径：20.5国
観存高：8.2国

外反する鰯1口緑の上に、ほぼ垂血に第2ロ紐を
立上げる。p緑鎧面は水平に仕上げる《

節2口緑は外面を荒ハケした上で横ナデ仕上げ，
口緑堵部外面には1条の凹線文を施す‘

郡
蝿
騨

10YR8/2
微石粒を多く含む
良好

頚郎～口緑記1／

17

図1‘
図瞳16

受口笛 撞唾屋 SD､2

口径：1a型
残存高：a9画

節2口緑を内傾気味に立ち上げ、熔龍に水平面
をもたせる。

節1口緑内面は樹ハケ、その上に櫛状工具で山
形に列点文をいれる。第2口緑外面は斜ハケし
たのちに横ナデ。口緑耀面には列点文を固らす。

函
蝿
鯉

10YR6/2.外面スズ
微石粒を少し含む
良好

頚記～ロ緑駆1ノ

18

図l‘
図瞳14

広口園 擁盟部 SD2 下I

口径：11.0画
残存商：6.3画

細く儲まった頚部から外反するロ緑を立ち上げ
る。口縁耀面は押圧して面を股ける。

外面の頚部には櫛伏工具にて血線文（原状文)､
下熔には波状文を施す。口縁鵡面には波状文。
内面には櫛状工具にて列点文と円形浮文（2幸
単位）を貼付ける‘

四
Ｊ
同

色
胎
焼

10YR8/2．
微石粒を合
良好

頭部～口縁露1/I
；

19

図I
図版16

壷 擁壁晶 SD-1 下ハ

口径：詔.0画
残存高：7.7画

外反する壷の口緑駆で、嬉部に粘土紐を貼付l：
聖下口母としている，

内外面ともにハケ凹整の後にナデ。外面咽認に
凹陳文○口緑蛾面には凹線を廻らした後桑い副
毛状工具で縦位の血繍文（5国所)。内面には列
点文を捜杉状に樋し円形浮文a

幽
蝿
鯉

7.5YR8/4
1～

良好
2－の砂粒を含む

頚鰯～口緑郎l／

釦

図l‘
図版13

広口園 擁壁部 SD－1 平『

口径：24.8画
残存高：8.3画

馴邸から外傾する口緑を立ち上げる。噛侭は粘
土を貼付け断面三角形の亜下口緑とする，

外面頚部には木っ噛で刺実状のキザミを入れる。
内面には剛毛状工具で横ハケを施す。口緑蝿部
上面と鎧面に竹箇文を郡間隔に並べる。

蕊
ｊ
剛

色
胎
焼

2.5Y8/1
微石粒を含む
良好

皿郎～口緑露1ノ

１
１４

２
図

図瞳16
画口圃 算壁紹 SD~2 下H

口径：10.0画
残存高：6．0m

やや内簡気味に立ち上げ、瑠脇はわずかに内傾
する。全体に丸みを持たせる短頚n口盛の口馴
趣

口緑外面を縦ハケした後に凹錬文（6桑）を施
す．頚箆には櫛状工具にて右上り列点文を田ら
す。口緑埴面にも1条の凹線文。口己内面は横
ナデ仕上げ6

錘
蝿
鯉

10YR8/1
微石粒を含む
良好

口緑駆1/2弱

22

図1‘
図瞳14

細頚通 擁壁部 SD~：

口径：6.4画
殴存高：10.4煙

緬馴壷の口頭部･頚郎を強く絞り込み袋状に仕
上げる‘

口緑邸外面には5条の擬凹線。口縁から頚郎侭
かけては櫛状工具にて刺突列点文（捜杉状）催
描血線文を連暁して細す。内面には柵オサエα
鯉跡を残す，

副
ｊ
剛

色
胎
焼

(内)7.5YR6／1．
(外)5YR7／3
微石粒を含む
良好

口緑翻1/21

Ｊ

濁
副

図瞳14
蜜 瞳吐露 SD－i 下N

Oc

l〔 錘
田<儲まった頚邸から外上方に開き唯がら立上
げ蛾郎で内湾させて終わる。頚館から体邸にか
けてはなだらかに広力《ろ‘

る。内匝
・外面侭
にかけて

圃上Ij
の痕2
頭駆力
波状文

1回nの粘土紐を
合鹿と招オサエ
に檀描列点文．
工具で血繍文、

直径約
には接
は頚記
は筒状

錘
蝿
睡

l0YR8／
微石粒を含む
良好

脚記～口縁躍1/』

2

図1‘
図版14

一
一

、
屯
、

チュア
勺
、
■

撞壁館 SD~： 下N

８
８
泊

口
底
認

4.＆

3.仇

7.0

ミニチュアの壷。やや日平芯球形の体部に締まっ
た頚郎をもつ。口丘は短く外反させ熔部に面を
持つ。底部はややあげ座。頚部には2個の穿孔
がある，

体駆には上噛から細か雌櫛伏工具で血線文、芯
状文を連院して胸す‘

函
蝿
鯉

10YR8/2瓜斑
徴石粒を含む
良好

口縁館、体館若干
欠｛

ｊ

濁
即

図盟1局
水遅し 塗唖睡

SD．！

(3
一ｹ

底径：
残存高

10.0m

：19二3唾
脚台付の水差し。算盤球状の体部に円衝状のに
丘脇を立ち上げる。脚台は「'､」の字伏に紅
やかに広解る。体郎上噛に斜位に取っ手を侭
ける。取っ手の断面形状は隅丸長方形。

顕駆から体駆中位にかけて櫛状工具による直騎
文、剥突文（塵状文）を連筏して筒す。体侭腐
面下熔には拘妹の巣状にハケを臆す。脚台鰯隅
面には一露横ケズリ‘

幽
鎚
郷

7.5YR8/2～､7YR7だ
微石粒を含む
良好

口縁郎欠撹体部
若干間目

溺

図1‘
図版16

喪 撞壁館 SD‐ 下N

口径：17．0画
残存商：4.9a

優やかに外反する節1口丘に内畑気味の鯛2口眉
を立ち上げる。

外面を段'､ケ。節2口母郎は斜ハケの後に軽'1
横ナデを臆す。鋪1口緑内面を横'､ケ。鰯2回
緑内面はナデ仕上げ‘

謹
蝿
蝿

(内)10YR7/3．
(外)10YR7/1
微石粒を含む
良好

口緑部1ノ

27

図1‘
図版15

畳 鐘壁駆 SD-

口径：17.1画
硯存高：4.9区

優やかに外反する節1口緑に、内個気味の節2に
母を立上げ、鵡面をほぼ水平に仕上げる‘

外面を凝ハケ。鰯2口縁は外面を斜'､ケした紐
軽く横ナデして終える。内面は横ハケした後
第1口緑内面のみ欄ナデ仕上げも

配
土
息

色
胎
焼

7.5YR6／3，スス付蕃
微石粒を含む
良好

口緑郎1ノ

2

図14
図版15

E 撞哩組 SD‐ 下R

口径：24.叱

殴存商7.2画
限やかに外反する鯛1口母に、内傾気味の銅2に
緑を立ち上げ、篭郎は内傾気味に面をつくる

節1口緑内面を横ナデ仕上げ、鋪2口緑外面を劇
ハケした後に上半を楓ナデして終える。体部上
増には櫛状工具にて右上り列点文を絶す。

唾
蝿
蝿

7.5YR3/1

微石粒を含む
良好

頭郎～口緑郎1/‘

ｊ
幻
凸
４

鱒
即

図瞳15
E 撞皿鑓 S、 下H

口径
残存西：8.4唾

国やかに外反する節1口紐に、内傾気味の第2口
緑を立ち上げ、蛾郎を丸く終える．

は斜ハケの
用す。体御
碑文、列点

節1口緑に縦ハケ。鋪2口緑l｛
半を横ナデして斜'､ケをスリ
は、櫛状工具〈6本）にてr
1p緑内面には樹ハケを残す。

は
上
に
錦

面
、
鴎
。

外
後
上
文

色副：10YR7/3～.1.7/】
胎土：微石粒を含む
焼成：良好

馴郎～口緑部1/｛



口径：332麺
残存高：80口

表3出土石製品観察表（第29次調査）

－19－

月
醗

郷
緬
謬

30

図14
図版15

図15
図版15

32

図15
図版15

33

図15
図版15

34

図15
図版15

調
即
砿

36

図15
図版13

37

図15
図琵13
－

銘
即
恥

39

図15
図版14

０
１
版

４
図
図

41

図15
図版15

42

図15
図版11

43

図16
図版14

44

図16
図版11

器 荊

喪i
－i

喪！

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

■

一

鉢

洩鉢！

高坪

高坪

商坪

－

台付則

高坪

剰査区

擁壁醗

擁壁闘

擁壁部

擁壁部

一

擁壁部

一

擁壁部

I胤壁部

一

擁壁郎

一

擁壁部

擁壁部

擁壁部

－

擁盤部

擁蝋部

TA（

'rA(亘

迫りI

SD~：

SD－：

SD－：

SD－2

SD－2

SD-：

SD－2

SD－2

SD．

SD‐

SD､2

SD－

SD－

SD－

SD－

胴艇

下膳

下廟

下閣

中胴

－

下層

下眉

一

下舶

中層

－

中脳

一

下腸

法里

口径：32‘0回
残存嘉：66国

口径821.0“
践認：6.6画

口径：18.0函
残存高：4.6唾

口径：24.0函
残存海：9.7四

口径：12‘3画
底径：3‘5回
器高：12.9国

口径：15、4国
残存高：9,6画

口径：18,0“
残存高：6.3函

口径925.5ca
残存商：7.0m

口碓：13.4画
残存高：11.6m

脚底径：7,7四
残存高26.7m

脚底径：15随0m
残存感：13.2回

胸底径：14.0画
残存高：1a7cm

口径：19‘5口

残存高：12.7t

ロ窪：
残存高

形態的特鎧

榎やかに外反する第1口緑に、内湾気味の節2に
緑を立ち上I犬外面上半に強いナデを加え、私
をつくる。蝋部を丸く終える。

綾やかに外反する第1口緑に、内傾兇雌の節2に
緑を立ち上げる。

媛やかに外反する第1口縁に、内聞気味の第加
縁を立ち上げる。

緩やかに外反卜する跡1口緑に、内傾気味の節加
縁を立ち上げ、蝋部を丸く終えると

短く外反する叩純ロ縁のﾉj哩竪で、端部はほほ
垂亜な面を作り出ず｡最大腹径は中位よりも上
にあ碁

「く」の字に凧IMIす.ろロ緑をもつ大型蝿。口脚
焔部は垂直な面を作り出す。頚部には貼付け凸
帯文で加妹する‘

太頚壷の一種。ゆるやかに外反する口頭をもち
口緑部を短く水平に駐え端部に面を作る。

小型鉢の一楓。口淵
蝿部を丸く終える‘.，

をゆるやかに短く外反させ

水平ロ緑をもつ凋坪の椀部。水平ロ緑の蝋部は
垂下させ、断而形状は三陶形をなす。椀部の先
端には、内傾して立上がる1条の突柵を掴らす。

内湾する口緑をもつﾉI哩の高坪（

小型高坪の脚住部か。円筒状の脚住から末広が
りに短い脚部を広げZ

台付鉢の脚台部か。円簡形の脚住から「ハ」の
字形にゆるやかに伽く

高坪の脚柱部で中空

在地系憂の口縁から休部
て立ち上げ、頚郁から邦
ほぼ垂直に第2口緑を立曾

体部上噛を内飢させ

口緑を短く外反させ、
上げる。

在地系喪のロ緑から休部。休部上端を内傾させ
て立ち上げ、頚部から第1口緑を短く外反させ、
内甑気味に鮒2口緑を立ち上げる。

手法的特徴

外面は第1口縁に縦ハケを函ね、第2ロ緑には斜
'､ケの後上半を横ナデして斜ハケをスリ消すb
口緑上蝋には、キザミを施す。粥1口縁内而に
は仙ハケを残す

休部外而には縦ハケを亜ね、櫛柵列点文、瞳線
文。第2口緑外面は斜ハケの鰻に上半をつまみ
横ナデしスリ禰す。節1口緑内面は横ハケの後
櫛伏工典にて山形に列点文。

外面は第1口緑、第2口緑ともにハケ調整の後、
ナデ淵し。特に第2ロ縁上半は強く横ナデし稜
を持たせる。節1口縁は内而に櫛描波状文、外
面に櫛拙列点文

Ｆ
今
日
、
ｄ
‐
・
■
■
■
８
口
ざ

外
ナ
内
列

外面は縦ヘケの後、櫛状工具にて廊線文、波4
文を施す。ロ緑噛部上下端にはキザミを施す。
キザミは上端が約10個ぐらいを1皿位とし5簡阿
に分けて入れ、下端は全域に入れる。

口緑端部は横ナデし、ほぼ垂砿な而を設け、＃
面に刷毛状工具Ckっ蝋）でキザミを這らす。
頚部の凸締文にも同橡のキザミを施す《

口縁部内面に櫛状工具で列点文、波状文をいオ
る。ロ縁蝋部下端にはキザミをいれる。休部タ
面には櫛柵脱線文、櫛描列点文を交互に入れ司
端を波状文で終える。

口緑内而には粗ハケが残る。口縁蝋而には列パ
文、休部外面には櫛状工具にて列点文、披状3
を施す。

椀部外而には縦ハケ調錘内面にはミガキ痕斗
戎すb水平口緑の端而は横ナデ仕上げ‘

脚住部は中型。椀部外而は縦ハケ調慈。ロ縁8
外而に梱広の凹陳文を施す。

脚住部は中空で外而ミガキ仕上げ。内面には4
ズリ浪番とどめる。脚住部には2個一対の円ヲ
が3爾所配され、脚部には円孔が5箇所あけらオ

脚住部を縦ハケした後に下端を横ナデ。鎧而1，
は1条の凹標文を廻らす。中空の脚台部と鉢8
の接合は円盤充墳法を用いる

外面を縦ハケした後、端部を恢ナデ仕上げ。L
空の内而にはシポリ痕を残す。脚部内面はハ
仕上け

外面の縦ハケ調整彊丁~軍にナデ脱す。邦2口f

外而には右上り列点文、頚部から休郁にかけ可
は画縄文、列点文を交互に入れる。内面にはリ
ナデの痕跡を残す。

外面の縦ハケ調整を丁寧にナデ淵す。邦2ロホ
下端にはキザミを掴らし、外而には列点文。1
部から休部にかけては面線文、列点文を交互Ii
入れ、下端に斜格子文。

節1口緑、第2ロ縁ともにハケ調整の擬』
し、櫛伏工具で列点文、磁線文を施す。
ハケ剥整をナデ洞しした後、第1口緑I
，波状文を施す。

色調/胎土/焼成

国
ｊ
剛

色
胎
焼

剛
土
田

色
胎
焼

幽
蝿
郷

醗
蝿
郷

劇
ま
脳

色
胎
焼

“
蝿
鯉

■
”
Ｊ
Ｊ
碇
町

色
胎
焼

幽
騨
職

■
旬
‐
明
『
Ｆ
肘
祁

色
胎
焼

一

鯉淵溌金む
焼成：良好

色閲：10YR8／2
胎土：徴石粒を含む
焼成：良好

7/6

色剥：7,5YR7/3
胎土；微石粒を含む
焼成：良好

色調：7.5YR7/3

胎土：微石粒を含む
焼成g良好

色鯛：(内)10YR7/2．
（外)10YR3/1

胎土：微石粒を含む
焼成：良好

7.5YR8/2
哉石粒を含む
良好

内)l0YR7/2‘
外)lOYRw3~1.7/I
蛍石粒を含む
良好

i内)lOYR5/3．
外)l0YR2/1
敷石粒を含む
良好

内)10YR7/1，
『外)10YR8/l
就石粒を含む
良好

lOYR刀2～・
lOYR2/1‘＊スス付着
散石粒を含む
良好

lOYR8/2

殻石粒を含む
良好

内)2.5Y8/2，
外)2.5Y2/1
散石粒を含む
良好

lOYR7/3～，
2.5YR2/1
幾石位を含む
良好

lOYR8/3

賦石粒を含む
良好

備剣

口緑部1/10

頚部～ロ緑部1／

頚部～口緑部1人

肩部～口繰部1/f

口縁部1/3欠仙

体部～口緑部1/2

休部～口緑部1/＆

体部～ロ緑部1/f

坪部1/’

坪部1/2欠
脚裾部欠M

脚住部1/2残禰

脚裾郎1/3欠11
鉢庇部の品

脚住部1/3残簡

体部～口緑那1/8

休部～ロ緑部1刑

番号 器謹

脳製石ラ

畷製石ラ

磨製石；

磨製石；

磨製石；

磨製石；

打製石i

打製石i

打製尖頭｛

石』

騒製石ラ

鯛査区

TA(I

TA(f

TA(I

TA(I

TAq

TA(I

TA(I

TAG

TA(1

TA(I

TA(1

遺構

SD－I

SK－

遺柵検出、

看板工駆劇

SD－

SX－

SD-1の上而

SD．

SD‐

遺栂検出、

検出、

層個

擁壁部分下

上砺砂質土

P=51

断割り上胸

里錘十k厨

砂質士

断割り上届

石材

頁岩

安山岩？

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

サヌカイ：

サヌカイト

ｻ･ヌカイ；‐

安山岩

頁岩

長さ
（”

116.6

104.3

90‘

96.

36.

37.

20.

25.‘

29.

56.

69‘

幅(”

73‘

71.

31‘

32

17‘

19.〔

1()‘

21,

14,

43

厚荊

45

53

3.1

7.4

6.：

27.5

重；

617.1

632‘

20.3

34.3

3．7

0.

2．

4a

118.

備 考

艦部と刃部を破楓している。全休を丁
軍に磨き上げている。

避部のみ残存。

器形は不明だが、磨製石器の破禍品で
両側面を一部残している。

磨製石剣か？先端と基部を欠損。両側
刃部を平滑に仕上げる。

勝製石剣か？先端部及び基部を欠恨。
両側刃部を平滑に仕上げる。

破損品で器形は不明だが建刃部を持つ。
石包丁か？

端を欠損し全形は不明。凸韮有茎嫉。
錐の可能性もある壱

先端を欠損する。凸基有塞錐さ

先端部のみを残す。

扇平な河原石の両側を敵打し挟りを設
けている。

両刃石斧もしくは
暇するも喋面を多

模形石器。一部を、
く残す。
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(1 )位 置

(2)調査 期間

(3)調査面積

(4)担当者

(5)調査経緯と方法

3.第 31次調査

守山市下之郷町字見回210-1番地

平成10年11月20日~平成11年1月8日

1.157 nf 

山崎秀二・川畑和弘

守山市都市計画道路古高一川回線に隣接する水田地について確認調査を実施した。調査は、まず重

機にて耕土の除去を行なった後、遺構面の探査を行なった結果、現地表より下位約30cmの地点で淡黄

色のベース面が確認された。遺構の検出作業は、重機(パックフォーO.4rrDと人力を併用して行なっ

た。当調査地では東側で環濠の検出が予測されたため、その周囲範囲の確認と環濠集落内部の遺構の

分布や密度などの把握を主目的として調査を行なった。調査地区は対象地内に 2箇所設けることとし

た。西側の大きい面積の方がTA地区、東側の小さい方がTB地区であるo 検出した遺構については、

環濠で一部を断ち割り、堆積状態の確認を行なった他は、平面での記録にとどめ掘削調査などはせず

に埋め戻し、調査を完了した。

(6)検出遺構

TA地区では、壁立式建物、柱穴、土坑状遺構などが調査区の全域で確認された。

88-1 (壁立式建物)

8B-1は、直径約7.5mで円形の壁立式平地住居と考えられる。掘削調査をしていないため柱の根入

れの深さなどは把握していない。中央には直径約 1mの土坑 (8Kーのがあり、その両側には直径

約20ωの柱穴 (P-1、2)が対崎しており屋根を支える主住穴と見られる。側柱は、中央にある 8K一

6を中心に直径約7.5mの円周

上に約50個の柱穴と 8K-7

が確認された。

その他

調査区北側で検出された大

型の土坑、 8K -1--4につい

ては、直径約1.2mの柱穴も

しくは土坑、井戸などが考え

られるが、現状では掘削調査

を行なっておらず性格付けを

するに至っていなし、。 8K-5

も同様で直径は約2mを測るo

TB地区では、環濠 (8D-
1 )、溝、柱穴などが確認さ

れた。溝と柱穴の時期は把握

していないが、 8D-1が埋

没した後に掘り込まれたもの

である。
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SD-1(環濠）

SD-1は、第29次調査で検出された環濠(SD-1)につながるもので、外周をめぐる環濠の中

でも最も内側に位置するものである。幅は約8m，深さ約1.8mを測り、断面形状は緩やかなU字形を

している。図20を参照にして環濠内の土層堆積を概略説明すると以下のとおりである。まず、環濠開

削後の当初期の堆積物は土層33（最下層）である。きめ細かな粘質土が水中に沈殿する状態で堆積し

ており、砂はほとんど含んでいない。この土層には土器や木器などはほとんど含まれず、若干の自然

遺物が認められる状態で自然堆積の様相を示す。土層30．31．32（下層）は、シルトに多量の腐植物

が混入しており、その主体は樹木の枝葉や人為の加わった木材片によって構成されている。堆積をユ

ニットでみるならば士層22から23．24．25．26．27．29層は一連の関係がある（中層)。29は砂を主

体にして腐植物がまじる土層で水流によって運ばれた土砂と指摘できる。27．28層は粘質土。26層は

29層とほぼ同状況での堆積物。土層23．24．25は、地山崩落土で環濠内側からの流入土の可能性があ

る。土層22は、粘質土で水中沈殿土。そして土層11から12．16．17．18．18b-19-20．21層が一連

のユニット関係にある（上層)。18．20層が粘質土で、17-19．18b・19-21層も含め環濠内側から

の崩落土の可能性がある。土層16は、砂質土で木片や流木を含んでおり、水流によって運び込まれた

土層の可能性が強い。以上土層の観察からは、環濠が埋積していく過程で中層と上層で2回の水流で

土砂が流されている様子が確認できた。そして下層と中層の上面では内側からの崩落土が指摘できる

ため、環濠の内側周縁に土塁の存在を考えておきたい。出土土器については、観察ベルトの掘削幅が

狭陰であるため実測図を掲げるべきものを見なかった。

(7)出土遺物

石製品（31-12～16）

出土した石製品について、実測を行ったものが4点を数える。その内2点は環状石斧（31-12,31-

16）で、2点は磨製石斧である。環状石斧31-12は、直径が約9cmのもので算盤玉状の断面をしている。

31-16は、復元直径約12cm程度のもので、中央の貫通穴の周囲に幅約1cmの縁を設けている。磨製石

斧31-13は、扇平片刃石斧の一種で厚さは約5mmを測る。31-14は、使用により刃部を若干丸くし

ているが、両刃直刃石斧の一種。
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表4出土石製品観察表（第31次調査）
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図21第31次調査出土石製品
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TA(I)

TA(I)

TA(I)

TIKI)

遺キ

遺柵検出I
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62.（

87.2
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24.3

45.6

60.2

厚患

16

5‘1
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8.（

19‘9

重さ
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5.3

34.

35.N

68.

備 考

刃縁を鋭利に研ぎだし、算盤玉状を
呈している4

基部が衝繋により破損している。
直刃であったものを使いこんでいる

小型の両刃石斧。両側に明瞭な而喜
持たない

※最大長で計測

刃縁を鋭利に研ぎだしている



(1)位置

(2)調査期間

(3)鯛査面積

(4)担当者

4．第32次調査

守山市下之郷町字井上634-1番地

平成11年2月1日～平成11年3月26日

590㎡

川畑和弘

(5)調査経緯と方法

守山市都市計画道路古高一川田線に隣接する水

田地について個人専用住宅の建築が協議されたo

当該地は環濠集落中央部に位置するため、協議及

び保存の事前資料として確認調査を実施した。調

査は、まず重機にて造成土の除去を行なった後、

遺構の面の探査を行なった結果、現耕作土面より

下位約30cmの地点で淡黄色のベース面が確認され

た。遺構の検出作業は、重機（バックフォー0.4

㎡）と人力を併用して行なった。当調査では都市

計画道路に伴う調査(27次)で検出された建物や区

画溝との相互関連が注目されるのと、集落内部の

遺構構成や空間利用などの把握を主な目的にした0遺構構成や空間利用などの把握を主な目的にした。図22第32次調査区位置図

遺構は一部土層観察用の断ち割りを実施した他は、掘削調査などはせずに平面での記録にとどめて埋

め戻し、調査を完了した。

(6)検出遺構

遺構は、壁立式平地建物、周囲溝、区画溝、柱穴、土坑などが調査区の全域で確認された。

SB-1(壁立式建物）は、直径約9mの円周上に柱が配置されている。中央には直径約80cmの士

坑があり、その周囲に4本の主柱穴が設けられている。この遺構に関連するとみられるﾋﾟｯﾄは直径10

cmから30cm程度のものが多く、全てを数えると320個程確認された。主柱穴には柱は存在しなかった

が、P－1、P－2を一部断ち割りした結果、直径約20cmの柱が地中約30cm程の地点に据えられていた

ものと想定されたoSB-1の周囲には溝(SD-2～7)が円形に取り囲むように掘られている。周

囲溝と思われるがその機能などは不明である。周囲溝の規模を略記すると以下のとおりであるoSD-2

は、幅約1.2m、長さ約3.4m、深さ約20cmoSD-2は、幅約1.0m，長さ約4.6m、深さ約20cmoSD-

3は、幅約1.4m，長さ約3.6m，深さ約20cmでL字形に折れ曲がる。SD-4は、幅約40cm、長さ現

存長で約4.5m、深さ約20cmoSD-5は建物

から西に延びる溝で、幅約60cm、長さ約2.8

m、深さ約20cmである。

SD-1(水路跡）調査区の南東辺で検出

された条里方位に沿って延びる溝。幅約2.6

m、深さ約1.2m断面形状は逆凸状に中段を

設けた水路跡。近世以降の比較的新しい溝の

可能性がある。

－25－
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図23第32次調査遺構断面図



蜂
1m

／

Ｏ
ゞ
０

ム
、
哨
、

SD-1

一
ｍ
一
）

－q

参夢

くCと

ム
、

参鏡
SD-10

ー -局一劃

図24第32次調査全体図

SK-1 P-2
t' S

94.0m

1．褐灰色

2．黄灰色

3．黒褐色

4．黄灰色

シルト（地山ブロック粒混入）

シルト（炭まじり）

炭化物まじりシルト

シルト（ブロック）

図25第32次調査遺構断面図

10YR4/1

2.5Y4/1

10YR3/1

2.5Y5/1

1．シルト

2．極細砂まじりシルト

3．シルト

4．シルト質粘土
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1．褐灰色

2．黄灰色

1．褐灰色

2．褐灰色

3．黄灰色

SD-3

10YR5/1極細砂まじりシルト

2.5Y6/1粘質シルト

（炭化物含）

l0YR4/l

lOUR5/1

2.5Y6/1

SD-6

シルトまじり極細砂

シルトまじり極細砂

シルト

hS D- 8h '

－

D

O b

94.0m

1．褐灰色

2．灰苗色

3．褐灰色

4．黄灰色

5．〃

SD-4

1－回

10YR5/1シルト質極細砂

2.5Y6/2シルト質極細砂

10YR4/1極細砂まじりシルト

2.5Y5/1帖質シルト
" 〃

SD-6

1．暗灰黄色2.5Y5/2極細砂まじりシルト

2．灰黄色2.5Y6/2極細砂まじりシルト

SD-8
g SD-9

b'cSD-5

1．灰黄色2.5Y6/2シルト

2．〃2.5Y7/2極細砂まじりシルト

3．灰オリーブ5Y6/2極細砂まじりシルト

4．褐灰色10YR5/1シルト

SD-7

94.0

2．暗灰黄色2.5Y5/3極細砂まじりシルト

3．灰黄色2.5Y6/2シルト

4．黄灰色2.5Y6/1シルト質粘土炭含

nSD-10n

墨』
1．黄灰色2.5Y4/l

極細砂まじりシルト

2．褐灰色l0YR4/1

シルト質極細砂

3．黄灰色2.5Y6/2

シルト質極細砂

1．灰黄褐色10YR4/2シルト質極細砂

2．灰黄色2.5Y5/1シルト質極細砂

（地山ブロック含）

3．褐灰色10YR4/1シルト質極細砂

（地山ブロック含）

1．褐灰色l0YR4/1

極細砂少含シルト

2．にぷいき色2.5Y6/3

シルト質極細砂（ブロック）

1．褐灰色l0YR5/1極細砂まじりシルト

（小炭化物まじる）

2．黄灰色2.5Y6/1シルト質極細砂

3．灰白色2.5Y7/1極細砂まじりシルト

SD-11 k'

1．肌色10YR2/1炭化物まじり土

2．褐灰色10YR4/1極細砂まじりシルト

3．褐灰色10YR5/1シルト

4．灰黄色2.5Y6/2シルト

5．黄灰色2.5Y5/1シルト

mSD-14m'q

1．褐灰色l0YR6/1

極細砂まじりシルト

2．灰麓色2.5Y6/2

極細砂まじりシルト

1．褐灰色

2．褐灰色

3．同上色

4．同上色

94

1．褐灰色

2．黒褐色

3．褐灰色

4．黄灰色

SD-11

10YR4/1シルト質極細砂

10YR3/1極細砂まじりシルト炭まじり

10YR5/1粘土まじりシルト

2.5Y5/1粘土まじりシルト

SK-2

10YR5/1極細砂質シルト

10YR4/1シルト質極細砂

地山ブロック混合土（極細砂まじりシルト）

(やや溌い）極細砂まじりシルト

図26第32次調査遺構断面図
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1．褐灰色

2．黒褐色

3．灰白色

q r

10YR4/1

2.5Y3/l

5YR7/1

SD-12

シルト

シルト（炭化物若干の焼土粒）

極細砂‘

SK-3

1．褐灰色10YR4/1炭化物まじりシルト（焼土粒）

2．暗灰黄色2.5Y5/2シルト質極細砂

3．灰茂色2.5Y6/2極細砂まじりシルト

1m

ー 言－－



SD-8幅約20cm、深さ約20cm、断面形状U字形を呈した小溝で北西方向に伸びている。

SD-9幅約10～20cm、深さ約10cm、断面形状U字形を呈した小溝で東西方向に伸びている。

SD-10幅約10～20cm、深さ約10cm、断面形状U字形を呈した小溝で東西方向に伸びている。

SD-11幅約70cm、深さ約30cm、断面形状U字形を呈した小溝で東西方向に伸びている。

SD-12幅約50cni、深さ約30cm、断面形状U字形を呈した小溝で南北方向に伸びている。

SK-1直径約1mを測る円形の土坑状遺構である。掘削調査を実施していないため深さや堆積

状態を把握しておらず性格不詳である。

SA-1SD-10に接する地点を基軸にして南北方向に並ぶ柱列で、柱の直径は10cm程度のもの

である。

SA-2SA-1とは東西に約4mの間隔をおく柱列で、南北方向に並ぶ柱列で、柱の直径は10

cm程度のものである。

（7）出土遺物

遺物には弥生土器の小片が少しと石製品3点がある。弥生土器については、図示できるものはない。

3点の石製品はいずれも遺構検出作業の際に遺構面上で採取したものである。

石製品（32-17～19）

17．19は石核からの剥片である。18は頁岩を利用して製作された磨製石鍬で先端は欠失している。

(8)小 結

番署 器逗

剥｝

I欝製石餓

刺I

誼杏灰

ta(i:

TA(I)

TB(1)

表5出土石製品観察表（第32次調査）

還構 層 位 石＊

辿柵検出而 サヌカイ

通柵検出而 粘板箔

遺柵而上 粘板差

長さ
（恥

41.1

3-2

38.1

厚強

21.:｡；

17.1 4.1

34.3 5.：

重モ 備 考

4.1 ※最大長で計測

3.1 先端を欠損。両側を磨き面を持う

7.3

32次調査は環濠集落の中央部に位置する。隣接地にあたる第27次調査では、掘立柱建物や壁立式建

物などを主体にした建物と南北に伸びる大きな区画溝(Ill局約3m、深さ約1m)が発見されており、

集落内部構成を探るうえで当調査地は非常に重要な位置をしめている。調査の結果、区画溝や円形の

壁立式建物が検出された。区画溝(SD-10～14)は東西に伸びる溝とそれから折れ曲がり南北に伸

びる溝が確認でき、集落内部空間を仕切り、何らかの区域分けが行なわれていたものと考えられる。

発見された壁立式建物は、大きさからすると一般的なサイズといえ、4本主柱でしっかりと屋根を支

える構造を持っている。この建物の性格付けについては、「有力家族の居宅｣、「集落構成員の公共的

建造物」などの意見があるが、建物の存在した詳細時期の限定やその時期における周辺遺構（建物や

区画溝）の関係が未だ明確でないため今後の課題に掲げておきたい。
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盾の年輪年代

奈良文化財研究所光谷拓実

下之郷遺跡の発掘調査では、戦闘に使われたとみられるスギ材の柾目板を使った盾が出土した。年

輪密度の高い素材であったので年輪年代法による年代測定が可能であると判断し、年輪年代を求める

こととした。以下にその概略を報告する。

試料と方法

盾は4枚の柾目板を上下に並べて使い、裏側にはサカキ材の棒2本を縦に平行に置き、盾板と棒を

植物性のツルで結びつけて組み合わせていた。

年輪幅の計測は、年輪読取り器を使い、盾板そのものから計測した。保存状態が非常に良かったの

で、表面を削ったりすることなく、非破壊で年輪データを収集することができた。年代を割り出すた

めに使ったスギの暦年標準パターンは、滋賀県下の遺跡出土材の年輪で作成した850年分（紀元前651

年～紀元後199年）を使用することとした。

結果

盾に使われていた4枚の計測年輪数と年輪年代は表6に示したとおりである。盾板1，2，3，の

3点には辺材部がそれぞれ2.4cm、1.6cm、1.7cmの幅で残存していた。まず、盾板4点のあいだの年輪

パターンの照合をおこなったところ、高い相関で成立した。その結果、4枚の盾板は同一のスギ板を

切断し、使われていることが判明した（図-27～29参照)。これら4点の盾板のうち盾板1の年輪パ

ターンとスギの暦年標準パターンとの照合の結果、この残存最外年輪は紀元前223年のところで合致

した。したがって、この盾板には、2.4cmの辺材部が残存していたので、かなり原木の伐採年に近い

年輪年代と解釈してよい。普通、スギの平均辺材幅は4.5cmから5cmくらいである。となると、この盾

板は2.0cm～2.5cm程度外側が削除されていたといえる。この削除された辺材部に何層分の年輪が刻ま

れていたのか、その正確な年輪層数を求めることはできないが、伐採年を推定してみると、この盾板

は、紀元前200年前後の年代に伐採されたものである可能性が高い。
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表6盾板4点の測定結果一覧表

計 測 年 輪 数 年 輪 年 代 残 存 辺 材 幅樹種試料

ギ
ギ
ギ
ギ

ス
ス
ス
ス

2.4cm

1.6cm

1.7cm

223B.C

226B・C

249B・C

502B・C

１
８
、
色
の
一
Ｊ
’
４
－
。

板
板
板
板

盾
盾
盾
盾

４
６
５
６

型
配
如
４

B･C

-200-300-400－500-600

部材名年輪数

盾板1（324）

盾板2（286）

盾板3（205）

盾板4（46）

－223

F－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－ －226

-249

戸－502

－300 -200b.c-500 -400－600

図27年輪年代測定結果

1mm

↑ f－－－－~~v－－－－一一一→－
↑

盾板4 盾板2
盾板1

図28盾板1，2，4の年輪パターングラフ（重複状況）

1皿

図29盾板1，2，3の年輪パターングラフ（重複状況）
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Ⅲ調査の ま と め

下之郷遺跡の重要遺跡範囲確認調査は本年度より着手されることとなり、4地点の確認調査が実施

された。各調査地点'の詳細と成果については本文に記したが、ここではそのまとめとして、今後の課

題事項を整理しておきたい。

（1）環濠の内・外における遺構の密集度

平成10年度の調査の中で、29次と31次の調査は集落の北東側の環濠縁辺部分にあたる確認調査であっ

たが、環濠内側には柱跡や土坑などが密集しており、環濠外側の様子とは遺構密度のうえで歴然とし

た違いがうかがえる。下之郷遺跡の調査では、これまで竪穴住居の検出事例がなかったが、今年度の

調査でも壁立式建物や掘立柱建物が主体で、竪穴住居は検出されなかった。これまでの調査成果とも

符合する結果で、竪穴住居を主体にした播磨田東遺跡やニノ畦・横枕遺跡、山田町遺跡とは別系統の

居住形態をとっており、集落景観からすると後3者の環濠集落とは様相が大きく異なっている。

（2）集落中央部で検出された区画溝

集落中央部で実施した32次調査では、東一西、南一北に伸びる小区画溝や柱列が検出された。これ

は、集落の内部空間を意識的に仕切り、区分するためのものと理解され、過去の調査（27次）で検出

されている中央の南北溝（方角が真南北に伸びる）などと関連して考えるべきものであろう。現時点

では集落の全域にこの規格性（方位軸）が拡がるものなのか、ある特定の範囲にのみ限定して施され

たのかが判然としない。弥生時代集落研究のなかで指摘される、地域の拠点的な環濠集落に認められ

る方形区画（註1．2．3）の存在を議論するうえで、周辺の建物配置や規格性、方位軸の広がる範囲、

詳細な時期など慎重に調査されるべきだろう。

（3）環濠の呼称について

これまでに検出した人溝（環濠）は、調査担当者ごとにまちまちの通称が用いられ、煩雑になる場

合があるため（註4）、ここでは次のような呼称を用いて記述や整理を行なった。

下之郷遺跡の縁辺部には幾重にもわたり環濠が掘られている。それらの環濠にはそれぞれ第1環濠、

第2環濠、第3環濠という具合に内側から順番に番号をつけることとした。これまでの調査ではそれ

ぞれの環濠が無秩序に重複、切り合いをもって掘られている地点は認められていない。このことは、

特に内側3条については顕著で、埋没時期に差異があるにしても、いずれもが意識されながら開削さ

れているようである。そして3条から外側の環濠については、一部に枝溝を設けたり、入れ子状態に

途切れたりするものが一部で認められる。また集落の西側では、3条の環濠の外側に連続して環濠が

掘られることはなく、居住域をおき第3環濠から西側に250m離れた地点に環濠2条が掘られている

(46次調査)。西側に位置するこの3条環濠の外側の居住域（註5）と環濠については、3条環濠に囲

まれた集落とは分岐して独自に別の環濠をもつ居住域とみる見解と3条環濠に囲まれた居住域と外濠

(外周環濠）を共有する居住域とみる見解の2者があり、今後の調査課題となっている。いずれにし

ても第1、第2、第3の3条環濠は居住域を楕円形に取り組むが、その外側の環濠は全周することは

ないようである。そこで、環濠2者の呼称の方法を、内側にある3条の環濠を「内濠」と呼称するの

に対し、その外側に敷設された大溝のことを「外濠」と呼称しておくこととした。

（4）出土した弥生時代中期後半の盾

29次調査で検出した3本の環濠のうちの最も内側、第1環濠の底から木製盾が出土した。盾はスギ

の柾目板4枚を横位に並べ、裏側に2本のサカキで作られた補強材を通し、植物を撚った紐で縫い合

わせている。また、2本の補強材の中央部には把手の棒が渡してあり、握りの部分には植物繊維が巻
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かれていた。盾板は大変薄く作られており、表面に残る加工痕から鉄製の手斧で仕上げられたものと

推定される。これまでに出土している弥生時代の盾は、樹種にモミを、そして盾表に顔料（朱など）

を塗布し、刺し縫いをしているものが一般的である。今回の盾は、組合せ式で握りが横位につく点で

は異例で特筆に値する。事例を引くと、盾には持ち盾と置き盾の2種がある。本盾は、弥生時代の例

品としては大型の部類となり、仮に地面に置き衝立棒を斜位に立てたとするならば、2本の補強材が

地面に設置されることとなり不自然ではない。また、

同時代の盾の使用事例として参考になるものには、

大阪府柏原市平野遺跡や奈良県田原本町清水風遺跡

の絵画土器（壷）がある。後者の事例で描かれたも

のには、人物の右手には父が、そして左手には盾が

持たれている。その盾の大きさは、人物の日の位置

付近から膝頭にかけての大きさである。当時の男性

の平均身長を仮に160cmと考えた場合、描かれた盾

の推定全長は100cm前後となり、本盾の大きさとも

矛盾しないことから、持ち盾としての利用も想定で

きなくはない。いずれにせよ盾の全形がわかる資料

として貴重である。（註6）

（5）年輪年代測定結果と実年代(5)年輪年代測定結果 と 実 年 代 園 い た 状 舷

盾の出土した地点は、第1環濠の下層（詳細にいえば、最下層に溜まった粘質土の上面。環濠が掘

削され一定程度経過した時点）にあたる。盾板4枚について年輪年代測定を実施した結果、その4枚

の板材は同一の木材から伐り出された材であることがわかった。残存最外年輪は紀元前223年。推定

伐採年代は紀元前200年というものである。共伴土器は、畿内第Ⅳ様式初頭(凹線紋技法が導入される

時期）に相当するもので、下之郷遺跡の存続した時期の実年代を考えていくうえで重要な定点を提供

できたといえる。弥生時代の実年代の比定については、科学分析の成果をさらに増やし事実関係を補

強すると共に蓋燃性を高めていく必要がある。批判を請い、検証を進めるという意図で現時点での成

果を示しておくと、この盾の分析から得られた紀元前200年が下之郷遺跡の誕生した時期にほど近い

年代に相当する。そして同遺跡が衰亡した時期を考えるにあたっては、後喬集落と位置づけられるニ

ノ畦・横枕遺跡で検出された井戸枠の伐採年代、紀元前60年（註7）がもう一つの定点となる。この

間140年が下之郷遺跡の存続した年代幅であると、現時点では予察しておきたい。

(註1）第37回埋蔵文化財研究集会実行委員会編1995『ムラと地域社会の変貌一弥生から古墳へ一」埋蔵文化財研

究会

(註2）乾哲也1996「弥生中期における池上曽根遺跡の集落櫛造」『ヒストリア』第152号大阪歴史学会

(註3）武末純一1998「弥生環溝集落と都市」『古代史の論点3都市と工業と流通』小学館

(註4）守山市教育委員会では集落の縁辺部に敷設された大きな溝について、これまで内濠・中濠・外濠・内周環濠・外周

環濠・内環濠・外環濠・環溝・条溝と称し、その後に数字を付して識別するのが通例であった。

(註5）守山市教育委員会編2004「下之郷適跡第42.46次発掘調査概要報告番』守山市教育委員会

(註6）深漂芳樹1997「父を持つ人」『みずほ第24号」大和弥生文化の会

なお、盾の使用や出土事例については金子裕之氏・深深芳樹氏（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所)、

岩永省三氏（九州大学）に有益なご教示を得ました。記して謝意を表します。

(註7）光谷拓実編2000「埋蔵文化財ニュース99年輪年代法の最新情報一弥生時代～飛鳥時代一』奈良国立文化財

研究所
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1999年2月1E
～99年3月26E

主な遺物

盾、弥牛十器、石製罰

弥生土器、環状石斧

弥生土器、石製品

調査面積
汀

40

1,241

1,157

590

特冒i

調査原因

重要遺跡
範囲確認

重要遺跡
範囲確認

重要遺跡
範囲確認

重要遺跡
範囲確認

事項

年輪年代測定試瀧
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